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三3章　地球観測分野の展望

　　1　意　バ義　　　・

　　宇宙空間からの地球観測の意義は、広域を短時間に同一の計測器で反覆観測

　できることであるbまた、人工衛星を地球上の各地点から追跡する測地的観測

　　は、従来の手法では得られない高精度の測地を可能とナる。

亀我が国の国土は泄界的にも狭噸であ心力俄が国の自然蹴社会

　活動は、世界的な情況の中にあってこれに密接に関連しているものであり、地

　球周辺空間の物理科学、気象現象、汎地球的大気の循環、汎地球的海洋現象、

　固体地球物理現象、自転運動、植隼等のデータは大気科学、海洋科学及び地球

　和学を発展させる上で不可欠のものである。

　　　また、これらのデータは我が国の国土環境の実体を示すものであるから、国のh

　　基本施策を決定する上で重要な資料となる。

　　特無力咽鋼囲を海で囲勲た海洋国であり慨存のシステムでは殆んど

　　不訂能であった海洋全般にわたる観測を宇宙空間から定期的に行うことにより、

　　海洋科学の飛躍的な発展がもたらされ、我が国の国益に大きく貢献する。

璽・また、近年講灘2。。鯉漁業専管水戦代を鞭て、海回視システ

　　ムの充実が緊急の課題となっているとこちであるが、宇宙からの監視システ’ム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は重要な役割を担うも¢1と期待される。

、2　内外b動向

　U）　日：本の動向

　　我が国陣げる宇宙からめ地球観測データ利用につ呼は・国内で開発、

した受信装置により1♀67年米国の気象衛星ESSAの受信実験を行い、

　　　　　　　　　　　　　　　　一2、9一
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1968年から気象業務に衛星データを取り入れ多大の成果を収めて来た。

　更に、国際的な地球大気開発計画（GARP）の一環として、我が国は、静止

気象衛星（G邸S）を卑経1400の赤道上空へ昭和52年7月、に打ち上げたとこ

ろであり、琢東及び太洋州地域　の気象データ収集に重要な役割を果たし、気

象の長期予報、気候変動等ゐ予軸精度の向上が期待される。

　また・人主衛星の追跡による測地学の研究は、スプートニク打上げ直後から、

残姻でも追跡システムを開発嬉しつつ国警るい幽際的共同観測を行麟

　うことによって、多くの実績を上げ国際的にも高い評価を得ている。

　一方、より広範な地球観測システムの調；査が近年科豪技術庁に澄いて行われ、

今後15年間の地球観測衛星の展望が明らかにされている。

　また、我が国の地球観測衛星開発の一環として、米国の地球観測衛星LAND－

S△Tのデ「タを受信する趾局の開平備を昭和52轄に瀞したところで

あり・53年末には運用を開始する予定である。

　地球観測データの解析利用研究については、我が国は、1972年の米国に

よるLANDSAT－1の打上げ以来、米国の国際解析研究計画、　ERT・S

計画、EREP計画・ERT一一FObLOW－ON・計画等に参加し、一人工鯉から

の地球翻の葡性を聯めてきた。また、科学技術庁は、昭和48鞭から⑪

3力年計画で、地球観測衛星及び航空機から得られる地球観測データに関し、

「リモー Iセンシング醐利用瀟の醗に関する総芋窪」を政糊係機関・

大学等の協力のもとに実施してきた。現在引き続き昭和51年度から3三年計　’

’画で向モ＝トセンシシグ情報の収集処理解析手法に聴する総合研究⊥を行っ

噛る・こρ他1・各省恥い徳地球脚衛野タの縦が講され
．広範左分野での解析利用研究が進められて回る。

一30一

　また、’多くの学会及び団体でも地球観測データ処理、解析利用に関するシンポ

ジウムが開催され、1977年だけでも約20個のシンポジウム、セミナー等

が開催された。

　（2）外国の動向’

　ア、米　　国

　　地球観測衛星計画の面で、世界をリードしているのは米国で、・過去17年

翁以上の実績を持？とともに・将来の20年先までの長期展望を発表している・

　　　ig60年、米国は気象衛星TJROS－1にビジコンカメラ、可視赤外放射

　　計等を附載し、世界で始めて全地球表面の温度や雲分布等を観測しだ。

　　　その後、現在までにTIROS、ESSA、NOAA、NIMBUS、　SM臥

　　GOES等30数個の気象衛星が打ち上げられ、気象業務に取り入れられてお’

　　り、気象学の発展にも貢献している。

　　　米国は、更に1963圏年から、’入工衛1星からのリモートセンシング情報の地

　　球資源管理、環境保全等への利用の可能性について研究を開始し、　1972

　　年にはLANDSAT－1、1975年にはLA箪DSAT－2を打，ち上げた。

　　その概要は、以下の①及び②のと澄リセある。

驚①’センサーとしては、次のもあを搭載している．

　　　⑦、リタニシビームピジコンカメラ〔RBV〕（3』バンド’、分解能8，0m、

　　　　可視近赤外）

　　　α）　マルチス・〈1クトルスキャナ7〔MSS〕（4バンド、1分鯉能80m、可視

　　　　近赤外）

　　　②また、広帯域ビデオテープレコーダーを肥州し、，観測範囲の拡大を図る

　　一方、データ収集システみ機能を有している。

　　　LANDSATから得られるデータは世界各国6研究者に配布され、国際的

一1R1一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

璽な解析研究計画が推進されているとともに、米国においては、このデータを用

い小麦収量予測実験システム、環境評価実験システム等利用システムの実用化

の研究が進められている。

　今後LANDSATシリーズには1977年後半の：LANDSAT7G、

r1981年穎の：LANDSAT－D、！982年頃には静止地球観測衛星SEOS

の打上げがそれぞれ計画されて粘り、’ ｱれらには改善，されたセンサ＿が塔載

されることに左っている。

　I測地関係では1962年に初の衛星が打ち上げられ姻その後、我が国の提案した

高密度球形衛星1、AGEO台も1976年5月打ち上げられている。

　また・SKYLABIやGEOS－3にレーダ高度計を搭載し、衛星と海面間の距離測

定により・衛皐軌道哩）観測から求めたジオイドのチェックを行っている。

　一方、海洋観測を目的とした人工衛星、SEASAT計画もスタートした。こ

’の衛星には次のミッション機器が塔載される・ことになっている。

　（カ　レーダ高度計（ALT）

　α）’合成開白レドダ（SAR）

　㈲　散胤計（SCAT）

　（≒）　走査型多波長マイぞロ波放射計（SMMR）

’㈹　走査型放射計（SR）

　、これらの地γサーから得られるデータは波高、波長、ジオイド、海上風、海

水温、流水、海面トポグラフィ等であり、海洋物理研究、船舶の髄行安全、漁

場調査等ぺの利用、気象予報の精度向上等多ぐの役割が期待される。

　SEASATから彫れる上記データと他ゐ地球物理パラメータ観測用鯉

（GEgS、MAGSAT、：LAGEOS等）から得られる磁場、重力、測地

データ等を総合的に解析する地球及び海洋物理廊用計画てEOPAP）では固

　　　　　　　　　　　　　’　　　一32「

麟、

　　体地球物理学、海洋物理学を通じて、地震や津波等の自然災害予知を進めよう

　　としている。

　　　一方、地球の熱収支、大気組成、汚染状況等の観測を目的とする衛：星として、

　　NIMBUS．一G（1g178年）の打上げを計画している。この衛星では次

　　の観測が行われることになっているb

　　　（7）太陽光の地球大気への入射量、反射量

鞠ω地平線の放身幅

　　　㈲　成層圏から中間圏にわたる温度分布・大気組嘩分布

　　　←）成層圏エァロヅル分布

　　　㈹　広域的CO，　G、H4、NH3分布　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　Gヴ）オゾン垂直分布、．オゾン量

　　　上記の諸実験に基づいて、・1g80年代中期までには、可視赤外多チャンネ

　　ル放射計の解像度の改善、全天候センサーの開発を完了し、1990年までに

　　は、準婚尋レーショナノレな穀物収獲量予測システム、牧場管理システム・亦

　　材量予測システムを実現し、1990年以後は、オペレーシゴナルな全世界的

　　規模での主要穀物の収獲量予測システム、牧場菅理システみ、木材量予測シス

，鞠

　　テム、自然環境監視システム等の実現を期している。

　　　このほか、1980年代後半から199、0年中期にかけて、オペレー一羽ヨナ

　　ルな長期の黛象予報システム、沿岸漁業週間予報システム等4）実現を目指して

　　いる。

　　・イ、　ヨーロツノく

　　　　ヨ＿ロッパ各国も米国の1、ANDSATデータ解析研究計画に参加した。

　　　　1976年イタリアが同衛星のデータを受信する地上局を設置し、運用・を

　　開始した。　　，　　　　　、　　r　　　泊　　　　　　　　－1り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一　、・　　　　1　　　毎
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　　　㌧また、ESAは、同局の飽将来スウェーデン、歳ルギーに地上局を設置し．

　　EA、RTH醗丁泌テムとして整備す三三である・

　　　一方、フランスはこのほど試験地球観測衛星システムSPσ丁計画の構想を

　　発表した。主要塔載センサーは、低分解能可視赤外センサr（地上分解能、可

　　視中間赤外域100m、熱赤外域200，m、観測バンド7～8チャンネル）及

　　び可視近赤外高分解能センサー（地．ヒ分解能20m、観測〉ミンド数チャンネル）

　　であり・醒即卿デー椒駒ステム1も幾重されること瞳っている・

　　　同計画による打上げ予定は、’・983年である。更に将来の構想どしてマイ

　　三密㌣腔扮した灘翻’を目的とする騨翻鯉ρ調査も行わ奴

　　いるq　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・　‘

　　　こ¢）他、：LAGEOS型のSTAR：LETTが打ち上げられている他、宇宙空間からの

　　鯉表畔働く力を諭するよう効の働備星も測地学研究用に開発されている。．

　　．ウ・カオダ

　　　　カナダは、19．72年め米国6：LANDSAT打上げ計画にあわせて、国

　　内のりモート畦rンシンダ推進体制を整備し、同年：LANDSATデータ地上受

　　信局の運用を開始した・解析利用研究についても同局から得られる豊富なデ『一

　　タを働・いくつかの期利用蹴鯖実縫めている一・

’　　その主要なテーマは、以下のと澄りである。

　　　（ア）　小麦収獲量予測システム

　　　ω芋棚奥歯予測システム

　　　⑰　海水マツピングシズテム

　　　←）9牧草地陶モr二汐リングシステム

　　　‘カナダは更に米国¢ISE・ASATデータ受信を目指し、米国と交渉を行って

　　いるが、地上局はすでに整備されている。

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　一34一　，

醗

　　てのような活発なリモ＝トセンシング活動実績を踏まえ、・カナダは1976

　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　の

　年、海洋管理のためのレーダ衛星計画（大陸棚管理、漁業管理、北極海の汚染

　　防止、26・．鯉内の航行管理捜三助）切能性につ玲．て・調査検討を行

　　ろた。

　　　この調査の結果、カナダとしそは当面三三QS：EASAT計画に参加しレー’

　　ダ衛星に塔塗する映像レーダ等の有効性を確認することとし、1979年に澄

旧いて・レ』ダ解緬を雛するか否かを決めることとPている・

　　　エ　その他

　　　　上記以外の諸国も、米国のLANDSAT打上げ以来、衛星からの・リモー

　　トセンシングに関心を示して胎り、ブラジルは19．74年に地上局を整備し、

　　イラン、，チリ等もLANDSATデータ畳信のための地上局を整備している。

　　　また、ソ連、・イシド等に、独自の地球観測衛星計画を推進しているが、その

　　詳細は不明である。．

　　更た、ソ連は測地学の研究にも力を入れて止り、インターコスモスで追跡

　網を整備するζともに・LAGEOS型の衛星の打上げも計画している6

　　　惣鯉デー幼利用にっ厩は・現在世界中の国がアメリカの気象鯉か

・禰らのデご綬信を醜し、．気躾務に利顧ている。

3　実施課題．

　（1）「当面早急に実施すべき課題

ア誠綱鯛囲を昏惑勲た灘町あρ・、鰭業・海諜・・礫等・：

我が国社会と海洋とのかかわりは非常に提ぎレ1。

　このため、現在必要なζとは広大な海域の地球観測衛星による海況情報収集

体制の整備で靭・・基本的には・そのデ』瑠析による海洋大循環、瀬三

一35．一
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汐、津波、高潮等の海洋物理牽研究の進展である。近年、新海洋法時代を迎え、海

洋監視体制の整備は緊急の課題となっているが、上記海洋観測衛星システムに

より海洋現象の理解が進み、海洋監視、海洋環：境情報収集、漁海況情報収集、

航行安全への寄与等大きく貢献するものである。

　また、新海洋法時代にあっては、我が国領土の正確左測地が重要であり、測

地衛星を用いて我が国を含む広域地域の測地網を早期に確立する必要がある。

　イ、また、地震、津波等自然災害の多い我が国に語いては、その予知・警戒

体制を確立することが急がれる。

　地震予知に赦しそは、現在、地震観測、地形傾斜観測、磁場、岩石の電気抵

抗等の地上観測及びプレートテクトニクス或いはシヨルツ理論等を踏まえ、そ

の研究が大きく進展しよう，としているが、基本的には従来の地上観測と合わせ

宇宙飛しょう体の追跡を利用した測地或いは宇宙飛しょう体からの地球観測に

・よるテクトニッグプレート構造と運動、地殼変動、’海洋底拡大構造、地球の極

運動の変動、地球自転率の変動、地球の潮汐運動、重力場・磁力場等の固体地球

物理学研究の進展が図られなければならない。

　（2）将来の実施課題　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　’

　　1990年代に入り、大型宇宙船が開発され、地球観測センサーが高性能

化することにより、地球観測ミッションの多様化が図られよう。以下ア．に旧い

硝人地球観測を、似降堰いて海灘、大気等縮合ミ・渥ン齢する

静止及び極軌道地球観測衛星データの利用課題を述べる。

、プ・有入地鞭測串鹸験船による特殊地取測・鰍観測鯉の観測機器

の補修基地並びに多様な地球表面現象及び大気圏内の最も効果的な観測には・

複雑な計測器による専門家の観測が必要である。このため、有人宇宙船により

一L36一

　｝

l勧癌の輸よ粥観心を行う必要がある・

｝　イ・海洋関係　　　』
『i　・99・年代まで締屋さ纏面訴システムの成果饗まえこかつ前

1項の地球観測実験の成果働脈大型講視鰍よる齢ステムを

　i
　｝　　確立する・
　｝

　ド　このシステムは・通信醒機能鮪するとともにすでに述べた海洋監視（船

細三論翻海洋融融（油汚染・講）蒲騰㈱海上
慧　　　風、海面、水温曳波浪、海流、塩分、海霧、流氷等）の機能を強化したもので

　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　1　　あるのみでなく、地上行政機構と結びついた総合海洋監視システムとする。
　…

　1　　　一方、水産資源の安定確保のため、漁海況情報のみならず、海洋動物やマグ
　｝

j　P駒髄勲監視デー歯応気象予報・瀧況予鱒の予報デー殴行政
　し

｝　機構を結びつ脈・水雲源管理システムが必要となる・

1　このシステムでは醒紳心的鍛割を果たすの備に解システムの開発を

　　　　を進ある必要がある。

　　　　　ウ、測地・防災関係　　　、

　　　　　　この分野においては第1に衛星レステムとして測地、重力、地磁気等固体

の険地球物囎測システムを拡充する。貝ロち謹言場の詳し込位置的証動を調べ「

L施に、醒の闘装置を持つ静三星により上空から測地鯉の軌道の変

i動を甑我が国を含め繊での捌ドの細＿凸を調べ硬に将来
　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　コ

　し
iは現働上にある中央局の役割もかねそなえた灯醒を打ち上げ、趾には

・
1　　　　レーザ光反射器や電波のトランスポンダ「を置いて衛星よりのレーザ光や電波
｝を受けてとれを醒販射し鯉上でデー噸動処理して、趾の各点で

｝　　　　　一37L　『’



’

制渉整うことになり、この体制によって得られた情報は防災担当行政機関に送　　　　　　オ、環境保全関係

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21世紀にかけて、環境汚染問題はますます切実となろうが、地球観測船シス

　一方、地上システムどして主要海区の地震発生地域に海底地震計を設置しその一　　　　テムによる・汎地球的な大気組成の測定結果、地域的大気汚染のモニタリング

他の現場測定データとともに・衛星経由で防災担当の行政機関にデこ・ aを集め’ @　　　結果・海洋汚染の・モニタリング結果と地上での測定結果は・気象予報システム

∵∴ドサ。＿1デ擁壁によ∴蜘地域別、自然■1欝懸濡壼黙黙黛欝∵鵜貌

害の危険予想地域データ鰹備して歩く・　　　　　　釧働噺は全て耀地球三三轍されたコンピユナにより行われ・三図

　以上めシステム及び整備されたデータを用いて、自然災害時に避難対策、緊　　　　　に当たり・主観的要素が入ることのない総合的環境監視システムが確立されよ

急施策等の防災対策岬時雌進できる防災システム擁立することとする。　　う・　　　　　　　　　　　　　　　、
　・エ、大気物理関係、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ・農林業関係

　　1990年代に入ると、木下物理のための高性能センサーの開発試験を大　　　　　　　大型宇宙船に配車された超高分解能センサご全天候型のマイクロ波センサ

型宇宙船を用いて容易「に行えるよ与にな1り、赤外能動センサー及び多周波ドッ　　　　　剛による地球観測により・我が国のような狭あいな国土でかつ多雨な気候条件

プラー窃一が開発されることとなろう・これらの開熱器により・・気温　　の下に抽ても隈作物健願調査作物纐・麟三四・三三調欝力1

巌、高層鷹を5・kmの測定間隔で損U定できるよ獅ろう．　　　可能揃・気象㌃タ・畢期気郷データ・水利デタ等三つい膿

こ嗣デー効全球的規模での収集シ秘め鱒より汰嫡勘　　醐収量予潭llシステムも確立されよう・

L相互作用、大気内及び海洋内でのエネルギL三連過程や（大気一海洋）・て陸　　　　　　　キ・水資源関係　　　　　　　　　　　’

三一大気）間の気候を支配する7イ．一ドバ・聯超高層と鞭との相互三三我が鴎地域的鱗糧細水鰍離れ姻ではあるが湘

作用等大気科学の研究は大いに進展する。この結果、気象予報、気候予測等の　　　　　　の都市集中、産業構造の高度化㍉近年の異常気象の頻発等に伴レ＼将来深刻な水

精度納上する・それらは澱照射瀧とって鞍であるのみならず・洞臓量予潰釈　　1不足噛癖之ともア想されている・　　　　　　・

水資源管理、穀物収量予測システム等にとって極めて重要な基礎雑報と．なる。　　　　　　　　　地球観測衛星に湖底したマイクロ波放射計及び高分解能映像センサ弓によっ

　また、大気科学の解明が進むことによ・り気候変動のメヵ三ズムが解明されて　　　　　て＼それぞれ雪面水分及び積雪面積の推定等が行われ、冬期ゐ水資源量を推定

行く。全ての因果蘭係の解明が西岳後には、蘇気候講実騰が計細れ　　すること零細能となろう。これ三期気象予報による騰を加えて河川流跡

ようが1このような計画の実施に当たって、実験の進行をモニターし、実験をコントロ　　　　　測システムが確立されよう。

一ルする上で・轄からの翻ジステムカ脈重要四割を搬のと肺れる・ @1　更にζのシステム略繊9水回予測の1騰を総合し・水館管理システ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

　　　　　　　　　　　　　　　　　「38一　　　　　　、．｝　　　　　　　一39－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L



ムが確立されて行くと考えられる。

　ク、宇宙環境関係

　　地球をとりまく宇宙空間は、気象や地表面付近の環境にも影響する。この

ために太陽活動、電離空間等を定常的に観測するシステム並びに太陽からの高

エネルギー粒子、X線等の観測により超高層空間の大気組成・状態、空電現象

の分布等を観測するシステムを確立していく必要がある。

ケ・その他 @　　　　　　　　　　⑳禰
　　我が国に熱いては、土地利用形態の変化は都市を中心に非常に著しいもの

があるが、都市計画その他の行政施策に反映させるため、地球観測衛星に搭載

ナる≒イクロ波映像レーダ、可視映像レーダをより高分解能化し（101～20，

m）、特定地域の土地利用図は随時最：新の形で、全国的なものは適切な周期で、

更新していくことが可能となる。’

　また・可視から赤外域までの高分解能センサー㌦磁力計・重力計等の高性能

センサ螺を用い鋼翻により・地上に岡や章源探査のための物理探蘇

有効なデータを提供することもできよう。・

　また鳥類、．昆虫類等の陸上・海上移動嫁病源体、害虫等の移動等に関係があ

り・ g畷をとらえる必要鱗・将来これらを鍵三三旧

すること．も考えられる。

、
レ

　
墨
爵
　
　
一

　
　
　
§
レ

　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
享
E
置
郵
【

　
　
　
　
　
　
　
一
…
ド
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝
一

4　開発技術

（1）当面の実施課題実現のために必要な開発技術

　ア、ハ・一ドウエア、

ω，ミツシ・三連　　　　　　　　　　　　1

・漁 ｭの生田側醜表面温度鵬の三三のためi』

　　　　　　　　　　　　　　　一4。一・…　　　1

1レ @　　　　　　　、　｝、・…・
　・　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　」し

に、高分解能可視赤外多重スペク，トル放射計の開発が必要である。空間分解能

は可視1、0～’ P5m、三三外1bO～500m、温度測定精度はp12●Gぐらい

が要求される。

　b・可視・赤外放射計は、非常に精密な観測ができるが、途中に雲があると観

測で醜い・ζ戯脈全天候型9マイク幟を利用し撤射計・散乱計・映

像ヒーダ（合成幽幽レーダ）専の開罪旗必要である。マイクロ波放射計は、多

少の雲には影響されずに、地表面の温摩、大気中の本蒸気、海氷・積雪等の分

布状況の観測が可能である。温度測定精度は0。59Cが要求される。マ、イクP波

散乱計は、海面の風向、風速、波高等の観測が可能であり、精度は風速が士2m／S

以内、風向は士15度以内が要求される。

　c　海洋の平均波高、海流、ジオイド、津波等の観測のためには、・衛星搭載

用マイクロ波高度計の開発が必要である。要求精度は士10㎝である。

　d　大気組成観測のため、衛星搭載用レーザーセ、ンサ「の開発が必要である。

　自’データ収集システムとしては、海洋の分野では固定ブイや浮遊ブイ、気、

象・大気物理の分野では・定圧髄気球論人學醐等のデー堺集民謡

要である。

　f　地球観測衛星の観測対象域やデータ量の増大に伴い・リアルタイ「ムで観

測データを入手するため、TDRSSの開発整備が必要となる。TDRSS．が

整備されるまでは、データレコーダに依存することになろう。

9膿予知に必要綱イ1齪倣めに・動センサーの開発が必要で

あや・要求精度は10」である・噛　、

h地球木気の垂直構造準1淀用艇ンサーの開発が必要である・

　④’衛星本体関連技術

　a　高精度三軸姿勢制御の開発が要求ざれる。

一』
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　b　各種マイクロ波センサーに供給すべき電力は数十W程度に上る。このた

め大電力供給システムの開発が必要である。

・（ウ）打上げ技術

　a　太陽同期軌道（1000肋前後）への打上げロケ’ット及び打上げ技術が

必要である。

　b　常時観測、常時監視の要望に対処するため、，重量500k9以上の静止地

球観測醒を打ち上略能力を有するロケットρ醗が必要である・

、←）　地上支援技術　　　　　　　　　　　、

　　、マイクロ波高度計を搭載する衛星においては｛その衛星の軌道高度を高精

度に測定する必要がある。

　㈹　データ舛理技術．

　a　各種センサー（特に映像センサー）の高分解能化に伴い出力データの伝

送速度は数百Mbit／Sに達することが予想される。衛星上で行う、マイクロゴ

ンピュータを用いたデータ圧縮処理技術等を開発する必要があみ。

　b　映像レーダーのデ…三三埋技術の開発が必要である。

　イ、シフトゥエァ

　　覗．赤肌射計から得られるマルチスペクトルデータ並び略鰍イク鯛

・波センサー、レーザセンサー等から得られる情報について不用情報の除去・補正・

必要情報の抽出技術を開発する必要がある。

　ウ、地上施設1

　　大容量データ受信処理のための超大型計算機、画像処理設備等を備えた地

上鰍の整備が必要である・特畷近はこのよう轍上施設のための・．土地の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ入手が困難になりつつあるので、早急に準備する必要があるρ、

　②　将来の課題を実施するために必要な開発技術、

一42一

　　　　　　3実施課題で述べたマステム実現のため、大型修理可能衛：星及び有人宇宙

　　　　船の開発が必要となる。

　　　　　これらの宇宙船による地球観測、有入宇宙ズテァションからの随時補修・修

　　　　理等を想定し、より低コストで高性能な地球観油機器を開発する。

　　　　　同時に、宇宙空間での大アンテナ（100～300m）の組立技術も、高精

　　　　度マイ勿県門観測のため腰言青されようb

㊥1爾また’薩本的には・オンボードコンピベタの能力の拡大を図るこζが

　　　　不可欠である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　5　自主開発／国際協力

　　　ω　地球観測・分野の重要性は今後増加の一途をたどるであろう。

　　　衛星搭載用センサー関連の技術は、我が国の得意とするところが多ぐ、か

　　う新しい分野であるとこうから米国等との輝術格差も比較的小さいため、地球

　観測み野の研究開発に当たっては、実用化までの今後10～15年間に、シス

　　テム全体にわたり極カ所要の技術を自主開発により確立していく必要がある。

，（2）との癌に興る国際協力は、宇宙空間平和利用の面から・も非常煙ま．

回し嘆である。

　　、こ暢合・幅麟騨星ゆいては潮演凋閑吟する脚に灘耳打

　　ち上げられる衛星のうちめ1～2個を分担し、静止衛星に潤いては、我が国周

　辺地域の観測を分担するのが適切であろう。

　　また今後の国際協力として、静止気象衛星計画のような国際協力組織の下に

　デー螺析利用に全人類の叡知を結集し・データの有効利用選ることも一つ

　の方向と考えられる。

　　　こ¢暢合、搭載機器の一部につい「『は、現布米国のニンバス衛：星や気象衛星
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　　　　　　　　　　　　　曳

に英国やフ・ランスで開発したミッション機器を搭：載しているように、他の

国の開発した機器で・我が国の目的給致すうものがあればこれを搭載して運

用することも考慮：される。

　またζ測地衛星については、衛星ρ追跡面での国際協力＼特に近隣諸国との

国際協力が不可欠になるものと考えられる。　　　’

6　解決すべき問題点

　（1）現在のランドサラトによる観測でも、国連宇宙空回平和利用委員会でく

，他国の観測が問題にされている。

筆測度の高い㌣サーが利用さ禍よ継ると＼この罷硬翻倒

になろう・

｛2）報側の技術雌樋も、地上での噺利用の技術及び鮒が粉に開
　　　　　　　　　　　ト
発整備されていなければ、、システムとして機能しないので、こρ点を十分配慮

する必要がある。，
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ように、他の

を搭載して：運

近隣…諸国との

梅　
　で会員委月

重は更に面倒

uが十分に開・　　i

乱を粉醜　j
　　　　　　　　l

　　　　　　　　i

　　　　　　　　｝

　　　　　厨
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